
  令和２年度 もとす教育者道徳研究会役員・理事 
  顧 問  林  明夫 北方町教育委員 
  会 長  森山 政紀 岐阜県モラロジー協議会事務局長 
 副会長  谷村 三奈 瑞穂市立本田小学校教頭 

       大野 琴美 本巣市立弾正小学校教頭 
       北村あずさ 北方町立北方中学校教頭 
       神谷  肇 岐阜もとすモラロジー事務所事務局長 
  書 記  森山 政紀 会長兼務 
  会 計  土川 恵美 瑞穂市立穂積小学校教頭 
  監 査  神原 重典 岐阜もとすモラロジー事務所顧問 
       山本 峯夫 岐阜もとすモラロジー事務所教育者担当 
 理 事  松野 正範 瑞穂市立本田小学校長 
      長谷川昇児 北方町立図書館長 
      森  健治 岐阜もとすモラロジー事務所副代表 
    ※今年度、理事枠の本巣市道徳部会顧問は空席 
 ご公務優先でお引き受けいただきました。感謝申し上げます。 
  
７月３０日(木)第５７回岐阜県道徳教育研究会岐阜大会中止に 

 コロナ禍の状況により中止が決定。その後、第５８回岐阜県道徳教 
育研究会の検討がなされ、岐阜会場は羽島市を会場とし令和３年８月 
４日(水)１３時～羽島市福祉ふれあい会館で行われることになりまし 
た。参加希望の方の参加費（千円）は、岐阜もとす事務所と本会が協 
力して負担しますので無料になります。今から予定に入れていただけ 
ればと思います。岐阜県の他の会場は、７月３０日(金)西濃(大垣市)、 
８月３日(火)中濃(可児市)、８月４日(水)東濃(瑞浪市)となります。 

 
 
 
 
   
 
 令和２年度は、新型コロナウイルス対策について緊急事態宣言の下 
強い緊張感をもってスタートしました。手洗い・うがいの励行、マス 
ク着用、「三密」の回避等、全国民がこれまでに経験のない生活様式 
を過ごすことになりました。空前絶後という意味では、全国一斉休校 
となり卒業式や修了式も出来ず、当たり前の日常が奪われた学校関係 
者の喪失感はいかばかりだろうか…想像すら出来ませんでした。 
 令和３年を迎えてもコロナ禍は続き、現在も緊急事態宣言下にあり 
ます。コロナ感染者数の増減に一憂し、重症者数の増減に困惑し、医 
療従事体制の逼迫に心痛む日々を過ごしております。この１年本会の 
主要行事が全て中止となりました。先行きの見通しがつかない状況に 
どう対処していくとよいのか…道徳教育の真価が今問われていると考 
える日々です。第３４号は、令和２年度まとめの号となります。 

新年度に着手したのは５月半ばでした 
例年通り瑞穂市・本巣市・北方町教育委員 

会をお訪ねし、教えていただいた校長会長様 
の学校を廻らせていただきました。ご協力に 
より新年度の役員・理事が整ってきたものの、 
集会の人数制限等、解決すべき課題は山積。 
「総会・講演会」を中止とし、役員・理事会 
が兼ねるという案で進めることになりました。 
また、学校で会場をお借りすることも自粛 

することにしました。 
   第１回役員・理事会の葉書ご案内 ⇒ 

 



  
  歳末からコロナ感染者が増え、正月気分返上の新年を迎えることに 
 なりました。２月も予断を許さない状況がこのまま続くと思われ、電 
話相談の結果、実践研究会も中止することにしました。 

 植田さゆり先生を令和３年度総会・講演会の講師に！  

  第１２回実践研究会には早くから本巣市の代表として、本巣小学校 
 植田さゆり教諭が取り組んでくださっておられました。中止の報告を 
するだけでは申し訳ないので、「新年度の総会・講演会においてご実 
践を発表していただけないか…」と、大野副会長より勧めていただき 
ました。幸いご快諾いただけましたので、いち早く会報にて皆様にお 
知らせできることとなりました。 

  植田さゆり教諭は、第８回実践研究会（平成 29 年 2 月 18 日）で、

『３つの心の教育と道徳指導』と題して発表していただきました。 
当時の弾正小学校：近藤聡校長の方針を受けて、「真の友情」を考え 
る授業実践と学級経営の具体を紹介していただきました。教育への熱

い想いを感じさせていただいたのを思い出します。 
  例年６月を予定しておりますが、その頃には自由に会合が出来る世 
 の中になっていることを祈ります。宜しくお願い申し上げます。 
  
 

 

 

 

 

 

 

（写真）第８回実践研究会発表時の植田さゆり教諭↑ 

令和２年度は活動らしき活動が出来ませんでしたが、皆様からの深 
いご理解と温かいご支援に心より感謝申し上げます。 【構成・森山】 

  
  
  岐阜羽島会場の講師は、貝塚茂樹先生です。 

貝塚先生は、現在武蔵野大学の教授で教育学 
の大家です。『戦後教育改革期における道徳 
教育の史的展開に関する研究』で筑波大学 
博士号を取得され、その後日本道徳教育学会 

 の副会長・事務局長をはじめ文部科学省道徳 
教育の各種部会委員を歴任されております。 
1963 年生まれの 58 歳。執筆力旺盛で、多数 
の著書・共著を世に問うていらっしゃいます。 
最新刊は『教育の歴史と思想』『道徳教育の 
理論と方法』『新時代の道徳教育―「考え・議 
論する」ための 15 章―』いずれも 2020 年、 
ミネルヴァ書房刊。道徳教育のトレンドワード 
となった感のある「考え・議論する」の本質を 
聴ける機会になると期待しております。 
 乞うご期待！！ 
     ミネルヴァ書房の新刊案内から⇒ 

  第２回役員・理事会の開催 
１２月２６日(土)16 時より北方町ホリモク 

生涯学習センターきらりにて開催いたしました。 
歳末のご多用の時期にもかかわらず８名のご出席を賜りました。まず 

                                   はこれまでの活動と会計の中間 
報告。そして、第１２回実践研 

                  究会は令和３年２月２０日(土) 
10 時から岐阜もとすモラロジー 
事務所を会場にすることを決め 
て閉会となりました。 


